
産業廃棄物処理計画実施状況報告書

　　浜松市長　　　　　　　　殿

住所

氏名有限会社義建　代表取締役　村松義人

電話番号053-555-1033

事業場の名称 浜松市内各現場

事業場の所在地 浜松市内各現場

事業の種類 建設業

    ４ 年４月１日　～　     ５ 年３月３１日

産業廃棄物処理計画における目標値

項目 目標値 項目 目標値

排出量 全処理委託量

※事務処理欄

様式第二号の九(第八条の四の六関係)

(第１面)

令和4年　6 月　 日

　　  提出者　　　　　　　　　　　
　　　　　　　

浜松市浜北区小松2675-3

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

  廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、     年度の産業廃棄物処理計画の実
施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画にお
ける計画期間

0 ｔ 5410 ｔ

自ら再生利用を行う産
業廃棄物の量

0 ｔ
優良認定処理業者への

処理委託量
595 ｔ

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

0 ｔ
再生利用業者への

処理委託量
4950 ｔ

自ら中間処理により減
量する産業廃棄物の量

0 ｔ
認定熱回収業者への

処理委託量
0 ｔ

自ら埋立処分又は海洋
投入処分を行う産業廃
棄物の量

0 ｔ
認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量
0 ｔ

(日本産業規格　Ａ列４番)



事業所名 浜松市内各現場 産業廃棄物の種類

住所 浜松市内各現場
燃え殻 汚泥 廃油 廃酸 廃アルカリ 紙くず 木くず 繊維くず ゴムくず 金属くず 鉱さい 廃アスファルト廃コンクリート 動物の死体 ばいじん １３号廃棄物 安定型混合 管理型混合 合計

業種 建設業

0.00t
② 自ら直接再生利用する量 0.00t
③ 自ら直接埋立処分又は海洋投入する量 0.00t
④ 自ら中間処理する量 0.00t
⑤ ④のうち熱回収を行う量 0.00t
⑥ 自ら中間処理した後の残さ量 0.00t
⑦ 自ら中間処理により減量する量 0.00t
⑧ 自ら中間処理した後再生利用する量 0.00t
⑨ 自ら中間処理した後埋立処分又は海洋投入する量 0.00t
⑩ 直接及び自ら中間処理した後の処理委託量 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 50.00 0.00 2.00 950.00 12.00 0.00 0.00 0.00 6.00 30.00 0.00 100.00 0.00 150.00 3500.00 400.00 180.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.30 30.00 5410.30t
⑪ ⑩のうち優良認定業者への処理委託量 50.00 2.00 5.00 2.00 6.00 30.00 60.00 400.00 10.00 0.30 30.00 595.30t
⑫ ⑩のうち再生利用業者への処理委託量 900.00 10.00 150.00 3500.00 390.00 4950.00t
⑬ ⑩のうち熱回収認定業者への処理委託量 0.00t
⑭ ⑩のうち⑬以外の熱回収業者処理委託量 0.00t

0.00t
② 自ら直接再生利用した量 0.00t
③ 自ら直接埋立処分又は海洋投入した量 0.00t
④ 自ら中間処理した量 0.00t
⑤ ④のうち熱回収を行った量　 0.00t
⑥ 自ら中間処理した後の残さ量 0.00t
⑦ 自ら中間処理により減量した量 0.00t
⑧ 自ら中間処理した後再生利用した量 0.00t
⑨ 自ら中間処理した後埋立処分又は海洋投入した量 0.00t
⑩ 直接及び自ら中間処理した後の処理委託量 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 6.41 0.00 0.30 1157.88 7.98 0.00 0.00 0.00 3.96 27.84 0.00 89.46 0.00 155.50 4204.50 316.72 248.64 0.00 0.00 0.00 0.00 199.92 39.94 6459.04t
⑪ ⑩のうち優良認定業者への処理委託量 6.41 0.30 2.75 0.86 3.96 27.24 64.11 34.00 44.00 3.70 197.44 39.94 424.70t
⑫ ⑩のうち再生利用業者への処理委託量 1155.88 7.12 155.50 4204.50 313.02 5836.01t
⑬ ⑩のうち熱回収認定業者への処理委託量 0.00t
⑭ ⑩のうち⑬以外の熱回収業者処理委託量 0.00t

廃プラス
チック

石綿含有
廃プラス
チック

動植物性
残さ

動物系固形
不要物

ガラスくず
・コンクリート
くず・陶磁器

くず

石綿含有
ガラスくず

・コンクリート
くず・陶磁器

くず

廃石膏ボー
ド

その他
がれき類

石綿含有
がれき類

動物の
ふん尿

前年度
計画

① 産業廃棄物発生量（ｔ）

自ら
処理

処理
委託

前年度
実績

① 産業廃棄物発生量（ｔ）

自ら
処理

処理
委託

前年度計画には、前年度に提出した計画書の数値を
記載してください。
今年度も計画書を提出する場合は、前年度実績欄と、
計画書の前年度実績欄の数字同じになるようにしてく
ださい。



記載例

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

     年　   月　    日

　　浜松市長　　　　　　　　殿

住所

氏名

電話番号053-453-6110

事業場の名称 浜松市内各現場

事業場の所在地 浜松市内各現場

事業の種類 建設業

     年４月１日　～　      年３月３１日

産業廃棄物処理計画における目標値

項目 目標値 項目 目標値

排出量 全処理委託量

※事務処理欄

大分類 略称
農業・林業 農業

漁業 漁業
鉱業・採石業・砂利採取業 鉱業

建設業 建設
製造業 製造

電気・ガス・熱供給・水道業 水道
情報通信業 通信

運輸業・郵便業 運輸
卸売業・小売業 卸売
金融業・保険業 金融

不動産業・物品賃貸業 不動
学術研究・専門・技術サービス業 学術

宿泊業・飲食サービス業 宿泊
生活関連サービス業・娯楽業 娯楽

教育・学習支援業 教育
医療・福祉 医療

複合サービス業 複合
サービス業（他に分類されないもの） サー
公務（他に分類されるものを除く） 公務

様式第二号の九(第八条の四の六関係)

　　  提出者　　　　　　　　　　　
　　　　　　　

浜松市中区元城町１０３-２

家康建設株式会社
代表取締役　徳川　家康

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

  廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、平成  年度の産業廃棄物処理計画の実
施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画にお
ける計画期間

0 ｔ 5410 ｔ

自ら再生利用を行う産
業廃棄物の量

0 ｔ
優良認定処理業者への

処理委託量
595 ｔ

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

0 ｔ
再生利用業者への

処理委託量
4950 ｔ

自ら中間処理により減
量する産業廃棄物の量

0 ｔ
認定熱回収業者への

処理委託量
0 ｔ

自ら埋立処分又は海洋
投入処分を行う産業廃
棄物の量

0 ｔ
認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量
0 ｔ

(日本産業規格　Ａ列４番)

押印不要

浜松市内に複数の現場（工事現場など）
があるときは、各現場と記載してください。
浜松市内に複数の事業場（支店など）が
ある場合には、事業場ごとに分けて作成
してください。

計画期間は年のみ入力してください。

目標値は別紙を記入していただくと自動
的に計算されますので、変更しないでくだ
さい。

プルダウンリストから選択してください。



事業所名 浜松市内各現場 産業廃棄物の種類

住所 浜松市内各現場
燃え殻 汚泥 廃油 廃酸 廃アルカリ 紙くず 木くず 繊維くず ゴムくず 金属くず 鉱さい 廃アスファルト廃コンクリート 動物の死体 ばいじん １３号廃棄物 安定型混合 管理型混合 合計

業種 建設業

100.00 200.00 10.00 500.00 300.00 100.00 500.00 1710.00t
② 自ら直接再生利用する量 0.00t
③ 自ら直接埋立処分又は海洋投入する量 0.00t
④ 自ら中間処理する量 100.00 100.00t
⑤ ④のうち熱回収を行う量 0.00t
⑥ 自ら中間処理した後の残さ量 40.00 40.00t
⑦ 自ら中間処理により減量する量 60.00 60.00t
⑧ 自ら中間処理した後再生利用する量 0.00t
⑨ 自ら中間処理した後埋立処分又は海洋投入する量 0.00t
⑩ 直接及び自ら中間処理した後の処理委託量 40.00 200.00 10.00 500.00 300.00 100.00 500.00 1650.00t
⑪ ⑩のうち優良認定業者への処理委託量 150.00 500.00 100.00 750.00t
⑫ ⑩のうち再生利用業者への処理委託量 500.00 300.00 500.00 1300.00t
⑬ ⑩のうち熱回収認定業者への処理委託量 0.00t
⑭ ⑩のうち⑬以外の熱回収業者処理委託量 10.00 10.00t

90.00 220.00 9.00 490.00 310.00 10.00 450.00 1579.00t
② 自ら直接再生利用した量 0.00t
③ 自ら直接埋立処分又は海洋投入した量 0.00t
④ 自ら中間処理した量 90.00 90.00t
⑤ ④のうち熱回収を行った量　 0.00t
⑥ 自ら中間処理した後の残さ量 40.00 40.00t
⑦ 自ら中間処理により減量した量 60.00 60.00t
⑧ 自ら中間処理した後再生利用した量 0.00t
⑨ 自ら中間処理した後埋立処分又は海洋投入した量 0.00t
⑩ 直接及び自ら中間処理した後の処理委託量 40.00 220.00 9.00 490.00 310.00 10.00 450.00 1529.00t
⑪ ⑩のうち優良認定業者への処理委託量 220.00 9.00 490.00 10.00 729.00t
⑫ ⑩のうち再生利用業者への処理委託量 490.00 310.00 450.00 1250.00t
⑬ ⑩のうち熱回収認定業者への処理委託量 0.00t
⑭ ⑩のうち⑬以外の熱回収業者処理委託量 9.00 9.00t

廃プラス
チック

石綿含有
廃プラス
チック

動植物性
残さ

動物系固形
不要物

ガラスくず
・コンクリート
くず・陶磁器

くず

石綿含有
ガラスくず

・コンクリート
くず・陶磁器

くず

廃石膏ボー
ド

その他
がれき類

石綿含有
がれき類

動物の
ふん尿

前年度
計画

① 産業廃棄物発生量（ｔ）

自ら
処理

処理
委託

前年度
実績

① 産業廃棄物発生量（ｔ）

自ら
処理

処理
委託

前年度計画には、前年度に提出した計画書の数値を
記載してください。
今年度も計画書を提出する場合は、前年度実績欄と、
計画書の前年度実績欄の数字同じになるようにしてく
ださい。

自ら中間処理する場合
は、合計が排出量と合うよ
う注意してください。

優良認定業者や再生利用業者を
含め、処分業者へ委託した総量
を記載します。
記載例は処理委託量200ｔのう

ち、150ｔは優良認定業者へ委託
している場合のものです。

石綿含有ガラスくず、廃石膏ボー
ドなどは、分けて記入頂けます
が、産業廃棄物の「ガラスくず・コ
ンクリートくず及び陶磁器くず」に
分類されるため、別紙（まとめ）や
第２面では「ガラスくず・コンク
リートくず・陶磁器くず」の項目に
合計値が記載されます。

前年度の発生量が1000ｔ
を超えない場合は、実施
状況報告書のみ提出して
ください。（計画書の提出
は不要です。）



浜松市内各現場 産業廃棄物の種類
種別 浜松市内各現場 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

普 産廃計画報告有無
燃え殻 汚泥 廃油 廃酸 廃アルカリ 紙くず 木くず 繊維くず ゴムくず 金属くず 鉱さい がれき類 動物の死体 ばいじん １３号廃棄物建設混合 合計

無
①産業廃棄物発生量 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
②自己直接再生利用量 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
③自己直接埋立又は海洋投棄量 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
④自己中間処理量 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
⑤熱回収を行った量 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
⑥自己中間処理残渣量 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
⑦自己中間処理後減量 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
⑧自己中間処理後再生利用量 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
⑨自己中間処理後埋立又は海洋投棄量 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
⑩直接委託及び自己処理後委託処分量 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 6.41 0.30 1,157.88 7.98 0.00 0.00 0.00 3.96 117.30 0.00 4,925.36 0.00 0.00 0.00 0.00 239.86 6,459.04
⑪優良認定業者処理委託量 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 6.41 0.30 2.75 0.86 0.00 0.00 0.00 3.96 91.35 0.00 81.70 0.00 0.00 0.00 0.00 237.38 424.70
⑫再生利用業者処理委託量 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 1,155.88 7.12 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 4,673.02 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 5,836.01
⑬熱回収認定業者処理委託量 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
⑭⑬以外の熱回収業者処理委託量 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

廃プラス
チック

動植物性
残渣

動物系固
形不要物

ガラスくず・
コンクリー
トくず・陶磁
器くず

動物のふん
尿

計画の
実施状
況



計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：燃え殻）

有償物量

不要物等発生量

自ら直接再生利用した量

②0 ⑧0

排出量

①0 ③0

項目 実績値 自ら中間処理した量 自ら中間処理した後の残さ量 ⑫0 （
第
２
面
）

①排出量 0.00 ④0 ⑥0 ⑨0

②＋⑧自ら再生利用を行った量 0.00 

⑤自ら熱回収を行った量 0.00 ④のうち熱回収を行った量 ⑬0

⑦自ら中間処理により減量した量 0.00 ⑤0 ⑦0

0.00 

⑩全処理委託量 0.00 ⑩0 ⑭0

⑪優良認定処理業者への処理委託量 0.00 

⑫再生利用業者への処理委託量 0.00 

⑬熱回収認定業者への処理委託量 0.00 ⑪0

0.00 

自ら中間処理した後再生利用
した量

自ら直接埋立処分又は海洋投
入処分した量

⑩のうち再生利用業者への処
理委託量

自ら中間処理した後自ら埋立
処分又は海洋投入処分した量

⑩のうち熱回収認定業者への
処理委託量

自ら中間処理により減量した
量

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行った量

直接及び自ら中間処理した後
の処理委託量

⑩のうち熱回収認定業者以外
の熱回収を行う業者への処理

委託量

⑩のうち優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を行
う業者への処理委託量



計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：汚泥）

有償物量

不要物等発生量

自ら直接再生利用した量

②0 ⑧0

排出量

①0 ③0

項目 実績値 自ら中間処理した量 自ら中間処理した後の残さ量 ⑫0 （
第
２
面
）

①排出量 0.00 ④0 ⑥0 ⑨0

②＋⑧自ら再生利用を行った量 0.00 

⑤自ら熱回収を行った量 0.00 ④のうち熱回収を行った量 ⑬0

⑦自ら中間処理により減量した量 0.00 ⑤0 ⑦0

0.00 

⑩全処理委託量 0.00 ⑩0 ⑭0

⑪優良認定処理業者への処理委託量 0.00 

⑫再生利用業者への処理委託量 0.00 

⑬熱回収認定業者への処理委託量 0.00 ⑪0

0.00 

自ら中間処理した後再生利用
した量

自ら直接埋立処分又は海洋投
入処分した量

⑩のうち再生利用業者への処
理委託量

自ら中間処理した後自ら埋立
処分又は海洋投入処分した量

⑩のうち熱回収認定業者への
処理委託量

自ら中間処理により減量した
量

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行った量

直接及び自ら中間処理した後
の処理委託量

⑩のうち熱回収認定業者以外
の熱回収を行う業者への処理

委託量

⑩のうち優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を行
う業者への処理委託量



計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：廃油）

有償物量

不要物等発生量

自ら直接再生利用した量

②0 ⑧0

排出量

①0 ③0

項目 実績値 自ら中間処理した量 自ら中間処理した後の残さ量 ⑫0 （
第
２
面
）

①排出量 0.00 ④0 ⑥0 ⑨0

②＋⑧自ら再生利用を行った量 0.00 

⑤自ら熱回収を行った量 0.00 ④のうち熱回収を行った量 ⑬0

⑦自ら中間処理により減量した量 0.00 ⑤0 ⑦0

0.00 

⑩全処理委託量 0.00 ⑩0 ⑭0

⑪優良認定処理業者への処理委託量 0.00 

⑫再生利用業者への処理委託量 0.00 

⑬熱回収認定業者への処理委託量 0.00 ⑪0

0.00 

自ら中間処理した後再生利用
した量

自ら直接埋立処分又は海洋投
入処分した量

⑩のうち再生利用業者への処
理委託量

自ら中間処理した後自ら埋立
処分又は海洋投入処分した量

⑩のうち熱回収認定業者への
処理委託量

自ら中間処理により減量した
量

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行った量

直接及び自ら中間処理した後
の処理委託量

⑩のうち熱回収認定業者以外
の熱回収を行う業者への処理

委託量

⑩のうち優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を行
う業者への処理委託量



計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：廃酸）

有償物量

不要物等発生量

自ら直接再生利用した量

②0 ⑧0

排出量

①0 ③0

項目 実績値 自ら中間処理した量 自ら中間処理した後の残さ量 ⑫0 （
第
２
面
）

①排出量 0.00 ④0 ⑥0 ⑨0

②＋⑧自ら再生利用を行った量 0.00 

⑤自ら熱回収を行った量 0.00 ④のうち熱回収を行った量 ⑬0

⑦自ら中間処理により減量した量 0.00 ⑤0 ⑦0

0.00 

⑩全処理委託量 0.00 ⑩0 ⑭0

⑪優良認定処理業者への処理委託量 0.00 

⑫再生利用業者への処理委託量 0.00 

⑬熱回収認定業者への処理委託量 0.00 ⑪0

0.00 

自ら中間処理した後再生利用
した量

自ら直接埋立処分又は海洋投
入処分した量

⑩のうち再生利用業者への処
理委託量

自ら中間処理した後自ら埋立
処分又は海洋投入処分した量

⑩のうち熱回収認定業者への
処理委託量

自ら中間処理により減量した
量

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行った量

直接及び自ら中間処理した後
の処理委託量

⑩のうち熱回収認定業者以外
の熱回収を行う業者への処理

委託量

⑩のうち優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を行
う業者への処理委託量



計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：廃アルカリ）

有償物量

不要物等発生量

自ら直接再生利用した量

②0 ⑧0

排出量

①0 ③0

項目 実績値 自ら中間処理した量 自ら中間処理した後の残さ量 ⑫0 （
第
２
面
）

①排出量 0.00 ④0 ⑥0 ⑨0

②＋⑧自ら再生利用を行った量 0.00 

⑤自ら熱回収を行った量 0.00 ④のうち熱回収を行った量 ⑬0

⑦自ら中間処理により減量した量 0.00 ⑤0 ⑦0

0.00 

⑩全処理委託量 0.00 ⑩0 ⑭0

⑪優良認定処理業者への処理委託量 0.00 

⑫再生利用業者への処理委託量 0.00 

⑬熱回収認定業者への処理委託量 0.00 ⑪0

0.00 

自ら中間処理した後再生利用
した量

自ら直接埋立処分又は海洋投
入処分した量

⑩のうち再生利用業者への処
理委託量

自ら中間処理した後自ら埋立
処分又は海洋投入処分した量

⑩のうち熱回収認定業者への
処理委託量

自ら中間処理により減量した
量

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行った量

直接及び自ら中間処理した後
の処理委託量

⑩のうち熱回収認定業者以外
の熱回収を行う業者への処理

委託量

⑩のうち優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を行
う業者への処理委託量



計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：廃プラスチック類）

有償物量

不要物等発生量

自ら直接再生利用した量

②0 ⑧0

排出量

①0 ③0

項目 実績値 自ら中間処理した量 自ら中間処理した後の残さ量 ⑫0 （
第
２
面
）

①排出量 0.00 ④0 ⑥0 ⑨0

②＋⑧自ら再生利用を行った量 0.00 

⑤自ら熱回収を行った量 0.00 ④のうち熱回収を行った量 ⑬0

⑦自ら中間処理により減量した量 0.00 ⑤0 ⑦0

0.00 

⑩全処理委託量 6.41 ⑩6.412 ⑭0

⑪優良認定処理業者への処理委託量 6.41 

⑫再生利用業者への処理委託量 0.00 

⑬熱回収認定業者への処理委託量 0.00 ⑪6.412

0.00 

自ら中間処理した後再生利用
した量

自ら直接埋立処分又は海洋投
入処分した量

⑩のうち再生利用業者への処
理委託量

自ら中間処理した後自ら埋立
処分又は海洋投入処分した量

⑩のうち熱回収認定業者への
処理委託量

自ら中間処理により減量した
量

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行った量

直接及び自ら中間処理した後
の処理委託量

⑩のうち熱回収認定業者以外
の熱回収を行う業者への処理

委託量

⑩のうち優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を行
う業者への処理委託量



計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：紙くず）

有償物量

不要物等発生量

自ら直接再生利用した量

②0 ⑧0

排出量

①0 ③0

項目 実績値 自ら中間処理した量 自ら中間処理した後の残さ量 ⑫0 （
第
２
面
）

①排出量 0.00 ④0 ⑥0 ⑨0

②＋⑧自ら再生利用を行った量 0.00 

⑤自ら熱回収を行った量 0.00 ④のうち熱回収を行った量 ⑬0

⑦自ら中間処理により減量した量 0.00 ⑤0 ⑦0

0.00 

⑩全処理委託量 0.30 ⑩0.3 ⑭0

⑪優良認定処理業者への処理委託量 0.30 

⑫再生利用業者への処理委託量 0.00 

⑬熱回収認定業者への処理委託量 0.00 ⑪0.3

0.00 

自ら中間処理した後再生利用
した量

自ら直接埋立処分又は海洋投
入処分した量

⑩のうち再生利用業者への処
理委託量

自ら中間処理した後自ら埋立
処分又は海洋投入処分した量

⑩のうち熱回収認定業者への
処理委託量

自ら中間処理により減量した
量

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行った量

直接及び自ら中間処理した後
の処理委託量

⑩のうち熱回収認定業者以外
の熱回収を行う業者への処理

委託量

⑩のうち優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を行
う業者への処理委託量



計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：木くず）

有償物量

不要物等発生量

自ら直接再生利用した量

②0 ⑧0

排出量

①0 ③0

項目 実績値 自ら中間処理した量 自ら中間処理した後の残さ量 ⑫1155.875 （
第
２
面
）

①排出量 0.00 ④0 ⑥0 ⑨0

②＋⑧自ら再生利用を行った量 0.00 

⑤自ら熱回収を行った量 0.00 ④のうち熱回収を行った量 ⑬0

⑦自ら中間処理により減量した量 0.00 ⑤0 ⑦0

0.00 

⑩全処理委託量 1157.88 ⑩1157.875 ⑭0

⑪優良認定処理業者への処理委託量 2.75 

⑫再生利用業者への処理委託量 1155.88 

⑬熱回収認定業者への処理委託量 0.00 ⑪2.75

0.00 

自ら中間処理した後再生利用
した量

自ら直接埋立処分又は海洋投
入処分した量

⑩のうち再生利用業者への処
理委託量

自ら中間処理した後自ら埋立
処分又は海洋投入処分した量

⑩のうち熱回収認定業者への
処理委託量

自ら中間処理により減量した
量

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行った量

直接及び自ら中間処理した後
の処理委託量

⑩のうち熱回収認定業者以外
の熱回収を行う業者への処理

委託量

⑩のうち優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を行
う業者への処理委託量



計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：繊維くず）

有償物量

不要物等発生量

自ら直接再生利用した量

②0 ⑧0

排出量

①0 ③0

項目 実績値 自ら中間処理した量 自ら中間処理した後の残さ量 ⑫7.119 （
第
２
面
）

①排出量 0.00 ④0 ⑥0 ⑨0

②＋⑧自ら再生利用を行った量 0.00 

⑤自ら熱回収を行った量 0.00 ④のうち熱回収を行った量 ⑬0

⑦自ら中間処理により減量した量 0.00 ⑤0 ⑦0

0.00 

⑩全処理委託量 7.98 ⑩7.981 ⑭0

⑪優良認定処理業者への処理委託量 0.86 

⑫再生利用業者への処理委託量 7.12 

⑬熱回収認定業者への処理委託量 0.00 ⑪0.862

0.00 

自ら中間処理した後再生利用
した量

自ら直接埋立処分又は海洋投
入処分した量

⑩のうち再生利用業者への処
理委託量

自ら中間処理した後自ら埋立
処分又は海洋投入処分した量

⑩のうち熱回収認定業者への
処理委託量

自ら中間処理により減量した
量

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行った量

直接及び自ら中間処理した後
の処理委託量

⑩のうち熱回収認定業者以外
の熱回収を行う業者への処理

委託量

⑩のうち優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を行
う業者への処理委託量



計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：動植物性残渣）

有償物量

不要物等発生量

自ら直接再生利用した量

②0 ⑧0

排出量

①0 ③0

項目 実績値 自ら中間処理した量 自ら中間処理した後の残さ量 ⑫0 （
第
２
面
）

①排出量 0.00 ④0 ⑥0 ⑨0

②＋⑧自ら再生利用を行った量 0.00 

⑤自ら熱回収を行った量 0.00 ④のうち熱回収を行った量 ⑬0

⑦自ら中間処理により減量した量 0.00 ⑤0 ⑦0

0.00 

⑩全処理委託量 0.00 ⑩0 ⑭0

⑪優良認定処理業者への処理委託量 0.00 

⑫再生利用業者への処理委託量 0.00 

⑬熱回収認定業者への処理委託量 0.00 ⑪0

0.00 

自ら中間処理した後再生利用
した量

自ら直接埋立処分又は海洋投
入処分した量

⑩のうち再生利用業者への処
理委託量

自ら中間処理した後自ら埋立
処分又は海洋投入処分した量

⑩のうち熱回収認定業者への
処理委託量

自ら中間処理により減量した
量

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行った量

直接及び自ら中間処理した後
の処理委託量

⑩のうち熱回収認定業者以外
の熱回収を行う業者への処理

委託量

⑩のうち優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を行
う業者への処理委託量



計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：動物系固形不要物）

有償物量

不要物等発生量

自ら直接再生利用した量

②0 ⑧0

排出量

①0 ③0

項目 実績値 自ら中間処理した量 自ら中間処理した後の残さ量 ⑫0 （
第
２
面
）

①排出量 0.00 ④0 ⑥0 ⑨0

②＋⑧自ら再生利用を行った量 0.00 

⑤自ら熱回収を行った量 0.00 ④のうち熱回収を行った量 ⑬0

⑦自ら中間処理により減量した量 0.00 ⑤0 ⑦0

0.00 

⑩全処理委託量 0.00 ⑩0 ⑭0

⑪優良認定処理業者への処理委託量 0.00 

⑫再生利用業者への処理委託量 0.00 

⑬熱回収認定業者への処理委託量 0.00 ⑪0

0.00 

自ら中間処理した後再生利用
した量

自ら直接埋立処分又は海洋投
入処分した量

⑩のうち再生利用業者への処
理委託量

自ら中間処理した後自ら埋立
処分又は海洋投入処分した量

⑩のうち熱回収認定業者への
処理委託量

自ら中間処理により減量した
量

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行った量

直接及び自ら中間処理した後
の処理委託量

⑩のうち熱回収認定業者以外
の熱回収を行う業者への処理

委託量

⑩のうち優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を行
う業者への処理委託量



計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：ゴムくず）

有償物量

不要物等発生量

自ら直接再生利用した量

②0 ⑧0

排出量

①0 ③0

項目 実績値 自ら中間処理した量 自ら中間処理した後の残さ量 ⑫0 （
第
２
面
）

①排出量 0.00 ④0 ⑥0 ⑨0

②＋⑧自ら再生利用を行った量 0.00 

⑤自ら熱回収を行った量 0.00 ④のうち熱回収を行った量 ⑬0

⑦自ら中間処理により減量した量 0.00 ⑤0 ⑦0

0.00 

⑩全処理委託量 0.00 ⑩0 ⑭0

⑪優良認定処理業者への処理委託量 0.00 

⑫再生利用業者への処理委託量 0.00 

⑬熱回収認定業者への処理委託量 0.00 ⑪0

0.00 

自ら中間処理した後再生利用
した量

自ら直接埋立処分又は海洋投
入処分した量

⑩のうち再生利用業者への処
理委託量

自ら中間処理した後自ら埋立
処分又は海洋投入処分した量

⑩のうち熱回収認定業者への
処理委託量

自ら中間処理により減量した
量

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行った量

直接及び自ら中間処理した後
の処理委託量

⑩のうち熱回収認定業者以外
の熱回収を行う業者への処理

委託量

⑩のうち優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を行
う業者への処理委託量



計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：金属くず）

有償物量

不要物等発生量

自ら直接再生利用した量

②0 ⑧0

排出量

①0 ③0

項目 実績値 自ら中間処理した量 自ら中間処理した後の残さ量 ⑫0 （
第
２
面
）

①排出量 0.00 ④0 ⑥0 ⑨0

②＋⑧自ら再生利用を行った量 0.00 

⑤自ら熱回収を行った量 0.00 ④のうち熱回収を行った量 ⑬0

⑦自ら中間処理により減量した量 0.00 ⑤0 ⑦0

0.00 

⑩全処理委託量 3.96 ⑩3.955 ⑭0

⑪優良認定処理業者への処理委託量 3.96 

⑫再生利用業者への処理委託量 0.00 

⑬熱回収認定業者への処理委託量 0.00 ⑪3.955

0.00 

自ら中間処理した後再生利用
した量

自ら直接埋立処分又は海洋投
入処分した量

⑩のうち再生利用業者への処
理委託量

自ら中間処理した後自ら埋立
処分又は海洋投入処分した量

⑩のうち熱回収認定業者への
処理委託量

自ら中間処理により減量した
量

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行った量

直接及び自ら中間処理した後
の処理委託量

⑩のうち熱回収認定業者以外
の熱回収を行う業者への処理

委託量

⑩のうち優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を行
う業者への処理委託量



計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず）

有償物量

不要物等発生量

自ら直接再生利用した量

②0 ⑧0

排出量

①0 ③0

項目 実績値 自ら中間処理した量 自ら中間処理した後の残さ量 ⑫0 （
第
２
面
）

①排出量 0.00 ④0 ⑥0 ⑨0

②＋⑧自ら再生利用を行った量 0.00 

⑤自ら熱回収を行った量 0.00 ④のうち熱回収を行った量 ⑬0

⑦自ら中間処理により減量した量 0.00 ⑤0 ⑦0

0.00 

⑩全処理委託量 117.30 ⑩117.297 ⑭0

⑪優良認定処理業者への処理委託量 91.35 

⑫再生利用業者への処理委託量 0.00 

⑬熱回収認定業者への処理委託量 0.00 ⑪91.345

0.00 

自ら中間処理した後再生利用
した量

自ら直接埋立処分又は海洋投
入処分した量

⑩のうち再生利用業者への処
理委託量

自ら中間処理した後自ら埋立
処分又は海洋投入処分した量

⑩のうち熱回収認定業者への
処理委託量

自ら中間処理により減量した
量

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行った量

直接及び自ら中間処理した後
の処理委託量

⑩のうち熱回収認定業者以外
の熱回収を行う業者への処理

委託量

⑩のうち優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を行
う業者への処理委託量



計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：鉱さい）

有償物量

不要物等発生量

自ら直接再生利用した量

②0 ⑧0

排出量

①0 ③0

項目 実績値 自ら中間処理した量 自ら中間処理した後の残さ量 ⑫0 （
第
２
面
）

①排出量 0.00 ④0 ⑥0 ⑨0

②＋⑧自ら再生利用を行った量 0.00 

⑤自ら熱回収を行った量 0.00 ④のうち熱回収を行った量 ⑬0

⑦自ら中間処理により減量した量 0.00 ⑤0 ⑦0

0.00 

⑩全処理委託量 0.00 ⑩0 ⑭0

⑪優良認定処理業者への処理委託量 0.00 

⑫再生利用業者への処理委託量 0.00 

⑬熱回収認定業者への処理委託量 0.00 ⑪0

0.00 

自ら中間処理した後再生利用
した量

自ら直接埋立処分又は海洋投
入処分した量

⑩のうち再生利用業者への処
理委託量

自ら中間処理した後自ら埋立
処分又は海洋投入処分した量

⑩のうち熱回収認定業者への
処理委託量

自ら中間処理により減量した
量

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行った量

直接及び自ら中間処理した後
の処理委託量

⑩のうち熱回収認定業者以外
の熱回収を行う業者への処理

委託量

⑩のうち優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を行
う業者への処理委託量



計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：がれき類）

有償物量

不要物等発生量

自ら直接再生利用した量

②0 ⑧0

排出量

①0 ③0

項目 実績値 自ら中間処理した量 自ら中間処理した後の残さ量 ⑫4673.02 （
第
２
面
）

①排出量 0.00 ④0 ⑥0 ⑨0

②＋⑧自ら再生利用を行った量 0.00 

⑤自ら熱回収を行った量 0.00 ④のうち熱回収を行った量 ⑬0

⑦自ら中間処理により減量した量 0.00 ⑤0 ⑦0

0.00 

⑩全処理委託量 4925.36 ⑩4925.36 ⑭0

⑪優良認定処理業者への処理委託量 81.70 

⑫再生利用業者への処理委託量 4673.02 

⑬熱回収認定業者への処理委託量 0.00 ⑪81.7

0.00 

自ら中間処理した後再生利用
した量

自ら直接埋立処分又は海洋投
入処分した量

⑩のうち再生利用業者への処
理委託量

自ら中間処理した後自ら埋立
処分又は海洋投入処分した量

⑩のうち熱回収認定業者への
処理委託量

自ら中間処理により減量した
量

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行った量

直接及び自ら中間処理した後
の処理委託量

⑩のうち熱回収認定業者以外
の熱回収を行う業者への処理

委託量

⑩のうち優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を行
う業者への処理委託量



計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：動物のふん尿）

有償物量

不要物等発生量

自ら直接再生利用した量

②0 ⑧0

排出量

①0 ③0

項目 実績値 自ら中間処理した量 自ら中間処理した後の残さ量 ⑫0 （
第
２
面
）

①排出量 0.00 ④0 ⑥0 ⑨0

②＋⑧自ら再生利用を行った量 0.00 

⑤自ら熱回収を行った量 0.00 ④のうち熱回収を行った量 ⑬0

⑦自ら中間処理により減量した量 0.00 ⑤0 ⑦0

0.00 

⑩全処理委託量 0.00 ⑩0 ⑭0

⑪優良認定処理業者への処理委託量 0.00 

⑫再生利用業者への処理委託量 0.00 

⑬熱回収認定業者への処理委託量 0.00 ⑪0

0.00 

自ら中間処理した後再生利用
した量

自ら直接埋立処分又は海洋投
入処分した量

⑩のうち再生利用業者への処
理委託量

自ら中間処理した後自ら埋立
処分又は海洋投入処分した量

⑩のうち熱回収認定業者への
処理委託量

自ら中間処理により減量した
量

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行った量

直接及び自ら中間処理した後
の処理委託量

⑩のうち熱回収認定業者以外
の熱回収を行う業者への処理

委託量

⑩のうち優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を行
う業者への処理委託量



計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：動物の死体）

有償物量

不要物等発生量

自ら直接再生利用した量

②0 ⑧0

排出量

①0 ③0

項目 実績値 自ら中間処理した量 自ら中間処理した後の残さ量 ⑫0 （
第
２
面
）

①排出量 0.00 ④0 ⑥0 ⑨0

②＋⑧自ら再生利用を行った量 0.00 

⑤自ら熱回収を行った量 0.00 ④のうち熱回収を行った量 ⑬0

⑦自ら中間処理により減量した量 0.00 ⑤0 ⑦0

0.00 

⑩全処理委託量 0.00 ⑩0 ⑭0

⑪優良認定処理業者への処理委託量 0.00 

⑫再生利用業者への処理委託量 0.00 

⑬熱回収認定業者への処理委託量 0.00 ⑪0

0.00 

自ら中間処理した後再生利用
した量

自ら直接埋立処分又は海洋投
入処分した量

⑩のうち再生利用業者への処
理委託量

自ら中間処理した後自ら埋立
処分又は海洋投入処分した量

⑩のうち熱回収認定業者への
処理委託量

自ら中間処理により減量した
量

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行った量

直接及び自ら中間処理した後
の処理委託量

⑩のうち熱回収認定業者以外
の熱回収を行う業者への処理

委託量

⑩のうち優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を行
う業者への処理委託量



計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：ばいじん）

有償物量

不要物等発生量

自ら直接再生利用した量

②0 ⑧0

排出量

①0 ③0

項目 実績値 自ら中間処理した量 自ら中間処理した後の残さ量 ⑫0 （
第
２
面
）

①排出量 0.00 ④0 ⑥0 ⑨0

②＋⑧自ら再生利用を行った量 0.00 

⑤自ら熱回収を行った量 0.00 ④のうち熱回収を行った量 ⑬0

⑦自ら中間処理により減量した量 0.00 ⑤0 ⑦0

0.00 

⑩全処理委託量 0.00 ⑩0 ⑭0

⑪優良認定処理業者への処理委託量 0.00 

⑫再生利用業者への処理委託量 0.00 

⑬熱回収認定業者への処理委託量 0.00 ⑪0

0.00 

自ら中間処理した後再生利用
した量

自ら直接埋立処分又は海洋投
入処分した量

⑩のうち再生利用業者への処
理委託量

自ら中間処理した後自ら埋立
処分又は海洋投入処分した量

⑩のうち熱回収認定業者への
処理委託量

自ら中間処理により減量した
量

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行った量

直接及び自ら中間処理した後
の処理委託量

⑩のうち熱回収認定業者以外
の熱回収を行う業者への処理

委託量

⑩のうち優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を行
う業者への処理委託量



計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：政令第２条第１３号廃棄物）

有償物量

不要物等発生量

自ら直接再生利用した量

②0 ⑧0

排出量

①0 ③0

項目 実績値 自ら中間処理した量 自ら中間処理した後の残さ量 ⑫0 （
第
２
面
）

①排出量 0.00 ④0 ⑥0 ⑨0

②＋⑧自ら再生利用を行った量 0.00 

⑤自ら熱回収を行った量 0.00 ④のうち熱回収を行った量 ⑬0

⑦自ら中間処理により減量した量 0.00 ⑤0 ⑦0

0.00 

⑩全処理委託量 0.00 ⑩0 ⑭0

⑪優良認定処理業者への処理委託量 0.00 

⑫再生利用業者への処理委託量 0.00 

⑬熱回収認定業者への処理委託量 0.00 ⑪0

0.00 

自ら中間処理した後再生利用
した量

自ら直接埋立処分又は海洋投
入処分した量

⑩のうち再生利用業者への処
理委託量

自ら中間処理した後自ら埋立
処分又は海洋投入処分した量

⑩のうち熱回収認定業者への
処理委託量

自ら中間処理により減量した
量

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行った量

直接及び自ら中間処理した後
の処理委託量

⑩のうち熱回収認定業者以外
の熱回収を行う業者への処理

委託量

⑩のうち優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を行
う業者への処理委託量



計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：建設混合廃棄物）

有償物量

不要物等発生量

自ら直接再生利用した量

②0 ⑧0

排出量

①0 ③0

項目 実績値 自ら中間処理した量 自ら中間処理した後の残さ量 ⑫0 （
第
２
面
）

①排出量 0.00 ④0 ⑥0 ⑨0

②＋⑧自ら再生利用を行った量 0.00 

⑤自ら熱回収を行った量 0.00 ④のうち熱回収を行った量 ⑬0

⑦自ら中間処理により減量した量 0.00 ⑤0 ⑦0

0.00 

⑩全処理委託量 239.86 ⑩239.86 ⑭0

⑪優良認定処理業者への処理委託量 237.38 

⑫再生利用業者への処理委託量 0.00 

⑬熱回収認定業者への処理委託量 0.00 ⑪237.38

0.00 

自ら中間処理した後再生利用
した量

自ら直接埋立処分又は海洋投
入処分した量

⑩のうち再生利用業者への処
理委託量

自ら中間処理した後自ら埋立
処分又は海洋投入処分した量

⑩のうち熱回収認定業者への
処理委託量

自ら中間処理により減量した
量

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行った量

直接及び自ら中間処理した後
の処理委託量

⑩のうち熱回収認定業者以外
の熱回収を行う業者への処理

委託量

⑩のうち優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を行
う業者への処理委託量



計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：合計）

有償物量

不要物等発生量

自ら直接再生利用した量

②0 ⑧0

排出量

①0 ③0

項目 実績値 自ら中間処理した量 自ら中間処理した後の残さ量 ⑫5836.014 （
第
２
面
）

①排出量 0.00 ④0 ⑥0 ⑨0

②＋⑧自ら再生利用を行った量 0.00 

⑤自ら熱回収を行った量 0.00 ④のうち熱回収を行った量 ⑬0

⑦自ら中間処理により減量した量 0.00 ⑤0 ⑦0

0.00 

⑩全処理委託量 6459.04 ⑩6459.04 ⑭0

⑪優良認定処理業者への処理委託量 424.70 

⑫再生利用業者への処理委託量 5836.01 

⑬熱回収認定業者への処理委託量 0.00 ⑪424.704

0.00 

自ら中間処理した後再生利用
した量

自ら直接埋立処分又は海洋投
入処分した量

⑩のうち再生利用業者への処
理委託量

自ら中間処理した後自ら埋立
処分又は海洋投入処分した量

⑩のうち熱回収認定業者への
処理委託量

自ら中間処理により減量した
量

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行った量

直接及び自ら中間処理した後
の処理委託量

⑩のうち熱回収認定業者以外
の熱回収を行う業者への処理

委託量

⑩のうち優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を行
う業者への処理委託量



（第３面）

備考

1

2
「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

3

4

5

6

7
※欄は記入しないこと。

翌年度の６月30日までに提出すること。

「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画
に記載した目標値を記入すること。

第２面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から
(14)に掲げる量を記入すること。

(1) ①欄　当該事業場において生じた産業廃棄物の量

(2) ②欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3) ③欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

(4) ④欄　(1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5) ⑤欄　(4)の量のうち、熱回収を行った量

(6) ⑥欄　自ら中間処理をした後の量

(7) ⑦欄　(4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8) ⑧欄　(6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

  廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、28年度の産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。(9) ⑨欄　(6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(10) ⑩欄　中間処理及び最終処分を委託した量

(11) ⑪欄　(10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律
施行令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量

(12) ⑫欄　(10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

(13) ⑬欄　(10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する
法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量

(14) ⑭欄　(10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業
者への焼却処理委託量

第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績
値を記入すること。

産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により
産業廃棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付するこ
と。
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